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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　立体視用の合成画像を表示する液晶表示パネルと、
　該液晶表示パネルに対して左右方向に長形に形成され、その左右長手方向に沿って発光
素子が所定の間隔を空けて複数配設された光源と、
　前記光源を収納固定すると共に、前記光源の発光素子に対する面が開口された光源収納
ホルダと、
　該光源収納ホルダの前記開口に設けられ、発光素子が発した光を、偏光軸が互いに直交
する右眼用及び左眼用の各偏光の光にする一対の偏光フィルタと、
　前記液晶表示パネルの裏面に設けられ、前記液晶表示パネルの走査線ごとに異なる偏光
の光を透過する微細位相差板と、
を備え、
　前記偏光フィルタ及び前記微細位相差板によって偏光された光を前記液晶表示パネルに
照射した後に遊技者の左右の眼に個別に到達させることで立体画像を表示する画像表示装
置の光源ユニットにおいて、
　前記光源収納ホルダは、
　前記光源に沿って該光源収納ホルダ内に形成される空間路と、
　前記光源収納ホルダの前記開口に取り付けられ、前記偏光フィルタを装着するカバー枠
と、
　前記空間路に空気を取り入れる取入口と、
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　前記空間路の空気を排出する排出口と、
　前記発光素子と前記偏光フィルタとの間において、発光素子側の底面面積が小さく偏光
フィルタ側の頂面面積が大きくなるように形成された略台形形状のプリズムと、
　前記空間路の空気を入れ換えるために電気的に駆動されるファンと、
を備え、
　複数の前記プリズムが前記頂面側で一体化されてプリズム体を形成し、
　前記取入口から取り入れた空気が、前記各発光素子間の隙間及び各プリズム間の隙間に
形成された前記空間路を通り、前記排出口から排出されることを特徴とする画像表示装置
の光源ユニット。
【請求項２】
　前記光源は、前記発光素子を取り付けるための板状の基板を備え、
　前記光源収納ホルダは、
　長手方向に長尺に形成された側部カバー部材と、
　後壁部と底壁とを有し、前記基板の幅に対応して凹部が形成された収納ベース部材と、
を備え、
　該光源収納ホルダには、底辺から所定高さに前記基板を支持する受け台若しくは受け溝
が形成され、
　前記光源収納ホルダの前記受け台若しくは前記受け溝に前記基板を支持させると、該基
板によって該基板の表面側の前側空間と、該基板の裏面側の後側空間とが画成され、
　前記取入口は、前記側部カバー部材の長手方向の両端部と、前記収納ベース部材の底壁
の長手方向の両端部とに各々個別に形成され、
　前記排出口は、前記空間路の中央部位に形成され、
　前記ファンが駆動されることによって、前記側部カバー部材に形成された前記取入口か
ら取り入れられた空気は、前記前側空間を通過して前記排出口へ至り、前記底壁に形成さ
れた前記取入口から取り入れられた空気は、前記後側空間を通過して前記排出口へ至るこ
とを特徴とする請求項１に記載の画像表示装置の光源ユニット。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は液晶式の画像表示装置の光源ユニットおよび画像表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来三次元画像表示装置は、光源の前面左右に偏光方向が直交する右眼用偏光フィルタ部
と左眼用偏光フィルタ部とを配置し、この各フィルタ部を通過した各光をフレネルレンズ
で平行光として液晶表示素子に照射し、この液晶表示素子の両面の偏光フィルタのそれぞ
れを、１水平ライン毎に互いに直交する直線偏光フィルタライン部を交互に配置し、且つ
、光源側と観察側の対向する直線偏光フィルタライン部を直交する偏光方向とし、液晶表
示素子の液晶パネルには２枚の偏光フィルタの透光ラインに合わせて１水平ライン毎に右
眼用と左眼用の映像情報を交互に表示する構成であった。また、光源側の偏光フィルタを
１水平ライン毎に互いに直交する直線偏光フィルタライン部を交互に配置し、観察側の偏
光フィルタを光源側の偏光フィルタの一方の直線偏光フィルタライン部を有する直線偏光
フィルタとし、液晶表示素子の液晶パネルには光源側の偏光フィルタの透光ラインに合わ
せて１水平ライン毎に右眼用と左眼用の映像情報を交互に表示する構成であった（例えば
、特許文献１参照）。
【０００３】
【特許文献１】
特開平１０－６３１９９号公報
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、この従来の画像表示装置においては、光源の光量が十分ではなかった。
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【０００５】
したがって、光量を増やすことが望まれるが、光量の大きなものを使用した場合、発熱量
が大きくなり、また光源の前面に偏光フィルタを配設するために、光源の構造によっては
熱がこもってしまうという問題があった。
【０００６】
この場合、画像表示装置のケース内を冷却することが考えられるものの、光源近傍の熱は
逃げにくく、効率が悪かった。
【０００７】
また、こうした画像表示装置は遊技店の遊技機に用いることが考えられる。遊技機として
、例えばパチンコ遊技機に上記の画像表示装置を設ける場合には、遊技盤の裏面側に取り
付けられる。遊技盤の裏面側、つまりパチンコ遊技機の裏面側には、当該パチンコ遊技機
を制御する各種の制御装置が所狭しと設置されており、これらも熱を発生するし、また、
前述したパチンコ遊技機は島設備に設置され、背中合わせに他のパチンコ遊技機が設置さ
れているし、また島設備は密封状態となっているので、島内に熱がこもっている。よって
、パチンコ機では裏面側の温度が高くなりやすく、冷却を行いにくかった。
【０００８】
この発明は、このような問題点を解決することを目的とする。
【０００９】
　第１の発明は、立体視用の合成画像を表示する液晶表示パネルと、該液晶表示パネルに
対して左右方向に長形に形成され、その左右長手方向に沿って発光素子が所定の間隔を空
けて複数配設された光源と、前記光源を収納固定すると共に、前記光源の発光素子に対す
る面が開口された光源収納ホルダと、該光源収納ホルダの前記開口に設けられ、発光素子
が発した光を、偏光軸が互いに直交する右眼用及び左眼用の各偏光の光にする一対の偏光
フィルタと、前記液晶表示パネルの裏面に設けられ、前記液晶表示パネルの走査線ごとに
異なる偏光の光を透過する微細位相差板と、を備え、前記偏光フィルタ及び前記微細位相
差板によって偏光された光を前記液晶表示パネルに照射した後に遊技者の左右の眼に個別
に到達させることで立体画像を表示する画像表示装置の光源ユニットにおいて、前記光源
収納ホルダは、前記光源に沿って該光源収納ホルダ内に形成される空間路と、前記光源収
納ホルダの前記開口に取り付けられ、前記偏光フィルタを装着するカバー枠と、前記空間
路に空気を取り入れる取入口と、前記空間路の空気を排出する排出口と、前記発光素子と
前記偏光フィルタとの間において、発光素子側の底面面積が小さく偏光フィルタ側の頂面
面積が大きくなるように形成された略台形形状のプリズムと、前記空間路の空気を入れ換
えるために電気的に駆動されるファンと、を備え、複数の前記プリズムが前記頂面側で一
体化されてプリズム体を形成し、前記取入口から取り入れた空気が、前記各発光素子間の
隙間及び各プリズム間の隙間に形成された前記空間路を通り、前記排出口から排出される
ことを特徴とする。
【００１０】
　第２の発明は、第１の発明において、前記光源は、前記発光素子を取り付けるための板
状の基板を備え、前記光源収納ホルダは、長手方向に長尺に形成された側部カバー部材と
、後壁部と底壁とを有し、前記基板の幅に対応して凹部が形成された収納ベース部材と、
を備え、該光源収納ホルダには、底辺から所定高さに前記基板を支持する受け台若しくは
受け溝が形成され、前記光源収納ホルダの前記受け台若しくは前記受け溝に前記基板を支
持させると、該基板によって該基板の表面側の前側空間と、該基板の裏面側の後側空間と
が画成され、前記取入口は、前記側部カバー部材の長手方向の両端部と、前記収納ベース
部材の底壁の長手方向の両端部とに各々個別に形成され、前記排出口は、前記空間路の中
央部位に形成され、前記ファンが駆動されることによって、前記側部カバー部材に形成さ
れた前記取入口から取り入れられた空気は、前記前側空間を通過して前記排出口へ至り、
前記底壁に形成された前記取入口から取り入れられた空気は、前記後側空間を通過して前
記排出口へ至ることを特徴とする。
【００２６】
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【発明の効果】
第１の発明では、光源を光源収納ホルダに収納し、ホルダ内に光源に沿う空間路を設けて
換気手段により強制的に空気の入れ換えが行えるので、光源近傍で大きな風量の空気が流
れ、光源を効率良く冷却して、光源に光量の大きなものを用いることができ、三次元画像
表示装置に好適な光源を実現できる。
【００２７】
第２の発明では、基板によって基板表面側の前側空間と基板裏面側の後側空間とを画成し
て、それぞれ空気を入れ換えるので、熱がこもる箇所が無くなり、冷却を良好に行える。
【００２８】
　更に、発光素子全体にわたって空気の入れ換えが行えるため、各発光素子を冷却するこ
とができる。また、光源収納ホルダの空気の入れ換えができ、内部の温度を安定して冷却
可能である。
【００４１】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態について、図面に基づいて説明する。
【００４２】
図１と図２は、画像表示装置を外装ケースに組み入れた画像表示ボックスの斜視図と分解
斜視図、図３～図８は、画像表示装置の正面図とそのＡ－Ａ線断面図と前側斜視図と後側
斜視図と分解斜視図と後側構成部の分解斜視図である。
【００４３】
画像表示ボックス２００の外装ケース（ボックス体）は、前面カバーパネル２０１と後部
カバ－ボックス２０２とにより構成される。
【００４４】
画像表示装置２２０は、前面ユニット２２１（前側構成部）と後部ユニット２２２（後側
構成部）等から構成される。
【００４５】
前面ユニット２２１は、取付ベース２２３にカバー枠２２４、レンズ保持枠を介してディ
フューザ（拡散板）２２６、液晶表示パネルユニット２２７、フレネルレンズ２２８が組
み付けられる。
【００４６】
液晶表示パネルユニット２２７は、図９のように第１、第２偏光板２３０，２３１と液晶
表示パネル２３２と微細位相差板２３３とから構成される。
【００４７】
液晶表示パネル２３２は、所定の大きさの２枚のガラス基材の間に所定の角度（例えば、
９０度）ねじれて配向された液晶等（図示しない）が配置されており、例えば、ＴＦＴ型
の液晶表示パネルに構成されている。
【００４８】
第１、第２偏光板２３０，２３１は、それぞれ一定の偏光の光のみを透過し、互いの偏光
軸を直交する向きに、第１偏光板２３０は液晶表示パネル２３２の前面に、第２偏光板２
３１は液晶表示パネル２３２の裏面に貼り付けられる。
【００４９】
微細位相差板２３３は、光透過性の基材（例えば、ガラス基材）２３４に、微細な幅の１
／２波長板２３５が設けられた領域２３６ａと、１／２波長板２３５が設けられていない
１／２波長板２３５の幅と同一の微細な幅の領域２３６ｂとが繰り返して設けられている
。この領域２３６ａ、２３６ｂは、液晶表示パネル２３２の表示単位と略同一のピッチと
して、表示単位毎（すなわち、表示単位の水平ライン毎）に交互に設けられている。
【００５０】
この微細位相差板２３３は、基材の裏面（領域２３６ａ、２３６ｂの凹凸のない平面側）
を通して領域２３６ａ、２３６ｂを液晶表示パネル２３２の表示ラインに合わせ、液晶表
示パネル２３２の裏面の第２偏光板２３１の周辺部位に接着剤を介して接着される。
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【００５１】
ディフューザ２２６は、液晶表示パネルパネルユニット２２７を透過した光を上下方向に
拡散する拡散手段として機能するもので、液晶表示パネルユニット２２７の前面に配設さ
れる。
【００５２】
フレネルレンズ２２８は、一側面に同心円上の凹凸を有するレンズ面を有した平板状の凸
レンズで、液晶表示パネルユニット２２７の後面に配設される。
【００５３】
後部ユニット２２２は、前面ユニット２２１のフレネルレンズ２２８の後方側に上部空間
を、その下方に下部空間を形成する後部ケース２３７に、光源ユニット２３８、ミラー（
鏡部材）２４０が組み付けられる。
【００５４】
光源ユニット２３８は、後述するように、所定形状の光源収納ホルダ（以下、ホルダと称
する）２４２に光源２４３が配置され、後部ケース２３７の下部空間の後部壁２４４に、
光源２４３からの発光方向が上方向で、しかも少し後方向きとなるように、この光源ユニ
ット２３８を後傾して、液晶表示パネルユニット２２７に対して光源２４３が左右方向に
配列されるように、取り付けられる。
【００５５】
ミラー２４０は、光源ユニット２３８の光源２４３の光をフレネルレンズ２２８に照射（
反射）するように、後部ケース２３７の上部空間の所定角度前傾した上半壁に取り付けら
れる。
【００５６】
図１０、図１１は、光源ユニット２３８の前側斜視図と後側斜視図、図１２～図１７は、
光源ユニット本体２４１（後述する換気用のダクトを除いたもの）の前側斜視図と後側斜
視図と分解斜視図と右側面図とそのＢ－Ｂ線断面図と中央断面図である。
【００５７】
光源ユニット本体２４１は、光源２４３とプリズム２４５と偏光フィルタ２４６とホルダ
２４２とから構成される。
【００５８】
光源２４３は、長形に形成された金属製の基板２４７に、発光素子（ＬＥＤ：白色発光ダ
イオード等）２４８が基板２４７の長手方向（左右方向）に沿ってその幅方向の一側（図
１４では前側、この光源ユニット本体２４１を後部ケース２３７の下部空間に後傾して取
り付けた場合は上側）に複数配設される。
【００５９】
基板２４７は、中央部２５０に対して両側の周辺部２５１が所定角度前面方向（発光方向
）に斜行するように折り曲げ形成され、中央部２５０の発光素子２４８を配設してない側
の端部中央であって、この光源ユニット本体２４１を後部ケース２３７の下部空間に後傾
して取り付けた場合の後部壁２４４側に所定の切り欠き部２５２が形成される。また、こ
の基板２４７の左右方向の一端には、光源２４３に電源を供給する配線を接続するための
コネクタ接続部３５０が設けられる。
【００６０】
プリズム２４５は、発光素子２４８の光の拡散を防ぎ指向性を持たせて所定角度の拡がり
で出射させるように、発光素子２４８側の底面面積が小さく偏光フィルタ側の頂面（出光
面）面積が大きい略台形形状に形成されると共に、中央部２５０、周辺部２５１の発光素
子２４８に対応して、中央部、周辺部のプリズム２４５毎に中央プリズム体２５３ａ、周
辺プリズム体２５３ｂとして一体形成される。各プリズム体２５３ａ、２５３ｂの出光面
部の両縁部にはそれぞれ取付用の突起部２５４が形成される。
【００６１】
偏光フィルタ２４６は、複数の発光素子２４８のうち、右側の発光素子２４８ａの光を左
眼用の偏光の光に、左側の発光素子２４８ｂの光を右眼用の偏光の光にするもので、右側
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の偏光フィルタ２４６ａと左側の偏光フィルタ２４６ｂとが設けられ、光透過性の基材２
５５に、互いの偏光軸を直交する向きに、貼り付けられる。本例では、ホルダ２４２の開
口面が湾曲しており、この面に合わせるように偏光フィルタ２４６は可撓性を有している
。
【００６２】
ホルダ２４２は、収納部２５６を形成する側部カバー部材２５７ａと、収納ベース部材２
５７ｂと、この収納部２５６の開口面に取り付けられるカバー枠２５８とにより構成され
る。
【００６３】
側部カバー部材２５７ａは、左右方向に長尺に形成され、中央部に対して両側の周辺部を
所定角度ホルダ前面方向に斜行するように形成され、内壁に底辺に沿って底辺から所定高
さに基板２４７を支持する受け台２６０が、内壁の上部にプリズム体２５３ａ、２５３ｂ
を係止する係止受部２６１が形成される。
【００６４】
側部カバー部材２５７ａの中央部の外面には前面ユニット２２１の下部に取り付けられる
光源カバー２６２の掛止穴と嵌合する嵌合突起２６３が形成され、両側の周辺部には端部
中央に所定の空気取入口２６４が開設される。側部カバー部材２５７ａの周縁部には収納
ベース部材２５７ｂとの取付ネジ用の穴２６５が形成される。
【００６５】
収納ベース部材２５７ｂは、後壁部２６６と底壁２６７とが中央部に対して両側の周辺部
を所定角度ホルダ前面方向に斜行するように形成されると共に、後壁部２６６内に基板２
４７の幅に対応して凹部２６８が形成される。底壁２６７の両側の周辺部には端部に所定
の空気取入口２７０が開設され、後壁部２６６の凹部２６８に底壁２６７に沿って底壁２
６７から所定高さに基板２４７を支持する受け溝２７１が、後壁部２６６の内壁の上部に
プリズム体２５３ａ、２５３ｂを係止する係止受部２６１が形成される。
【００６６】
後壁部２６６の両側の周辺部の外面にはホルダ２４２を後部ケース２３７の後部壁２４４
に取り付けるための取付用ボス２７２が形成され、中央部には後壁部２６６の凹部２６８
の中央に基板２４７の切り欠き部２５２に対応して所定の空気排出口２７３が開設される
。この空気排出口２７３は、排出口端部が後部ケース２３７の後部壁２４４に形成された
接続口２７４に挿着されるように形成される。底壁２６７および両端壁２７５には側部カ
バー部材２５７ａとの取付用のネジ穴２７６が形成される。
【００６７】
カバー枠２５８は、側部カバー部材２５７ａ、収納ベース部材２５７ｂとを組み合わせて
できる収納部２５６の開口面に偏光フィルタ２４６を装着するもので、複数の発光素子２
４８の全てが臨むように形成された開口窓部を形成するように４辺の枠部により構成され
ている。開口窓部が形成される前面には、偏光フィルタ２４６が取付可能となっており、
この偏光フィルタ２４６を上面に載せた状態で、偏光フィルタ２４６の左右方向への動き
を規制するために起立した起立部３５１が形成され、また、上下方向への動きを規制する
起立壁が設けられると共に、このに起立壁の一部に偏光フィルタ２４６の抑え２７７が、
枠周囲下部には収納ケース２５７ａ、収納ベース部材２５７ｂの外面に突設した係合受部
２７８に係止する係合爪２８０が形成される。
【００６８】
図１４の各部品を組み付ける手順は、まず基板２４７の発光素子２４８を配設してない側
を収納ベース部材２５７ｂの凹部２６８の受け溝２７１に差し込み、側部カバー部材２５
７ａを収納ベース部材２５７ｂに、基板２４７を側部カバー部材２５７ａの受け台２６０
に支持して取り付ける。次に、基板２４７の中央部２５０の発光素子２４８に中央プリズ
ム体２５３ａのプリズム２４５を、周辺部２５１の発光素子２４８に周辺プリズム体２５
３ｂのプリズム２４５を合わせて、各プリズム体２５３ａ、２５３ｂを側部カバー部材２
５７ａ、収納ベース部材２５７ｂの係止受部２６１に係止して装着する。次に、カバー枠
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２５８に偏光フィルタ２４６を装着して、このカバー枠２５８を、側部カバー部材２５７
ａ、収納ベース部材２５７ｂの開口面に、係合爪２８０を係合受部２７８に係止して取り
付ける。
【００６９】
これにより、光源ユニット本体２４１が構成され、この状態において、図１６、図１７の
ように光源ユニット本体２４１内（ホルダ２４２内）に光源２４３に沿う空間路２８１が
形成される。
【００７０】
この空間路２８１は、基板２４７によって基板２４７表面側（発光素子２４８側）の前側
空間２８２と基板２４７裏面側の後側空間２８３とに画成される。前側空間２８２は、各
プリズム２４５の側部周辺領域に形成されるプリズム側部空間２８２ａと、基板２４７の
表面に沿って形成される前側空気通過空間２８２ｂとから構成される。空間路２８１の両
端部、つまり前側空間２８２の両端部は側部カバー部材２５７ａの左右方向の端部中央に
開設された空気取入口２６４に開通され、後側空間２８３の両端部は収納ベース部材２５
７ｂの底壁２６７の端部に開設された空気取入口２７０に開通される。空間路２８１の長
手方向の中央部位、つまり前側空間２８２の中央部、後側空間２８３の中央部は、基板２
４７の発光素子２４８を配設してない側の端部中央に形成された切り欠き部２５２を介し
て合流して、収納ベース部材２５７ｂの凹部２６８の中央に開設された空気排出口２７３
に開通される。
【００７１】
光源ユニット２３８は、この光源ユニット本体２４１の空気排出口２７３に接続されるダ
クト２８４と、ダクト２８４の排気口２８５に介装されるファン２８６とが備えられる。
このダクト２８４とファン２８６とから換気手段を構成する。
【００７２】
図３～図８のように光源ユニット２３８は、光源ユニット本体２４１が後部ユニット２２
２の後部ケース２３７の下部空間の後部壁２４４の所定位置に、後傾して、取付用ボス２
７２を後部壁２４４の取付座に合わせてネジによって取り付けられる。
【００７３】
光源ユニット本体２４１の空気排出口２７３は、後部壁２４３の中央下部に形成された接
続口２７４に挿着される。
【００７４】
ダクト２８４は、先端部２８７が後部ケース２３７の裏側から接続口２７４に挿着され、
空気排出口２７３に接続されると共に、ダクト２８４に形成されたフランジ部が後部ケー
ス２３７の裏面にネジ止めされる。
【００７５】
光源ユニット本体２４１の取付位置は、それぞれ発光素子２４８がフレネルレンズ２２８
の中心部からその焦点距離にほぼ等しい距離に来るように、かつそれぞれ光軸中心がフレ
ネルレンズ２２８のほぼ中心部を通るように定める（ミラー２４０を系路にする）。
【００７６】
前面ユニット２２１は、後部ユニット２２２の後部ケース２３７に組み付けられる。前面
ユニット２２１の下部には、後部ケース２３７の下部空間の光源ユニット本体２４１の光
源カバー２６２が取り付けられ、光源カバー２６２には空気取入口２８８が開設される。
【００７７】
後部ユニット２２２の後部ケース２３７の裏面上部には、基板ホルダ２９０が取り付けら
れ、基板ホルダ２９０に液晶表示パネル駆動用の基板が配設される。
【００７８】
この画像表示装置２２０の前面には、図１、図２のように前面カバーパネル２０１が取り
付けられ、後部には、基板ホルダ２９１に制御用の基板（後述する主制御回路６０１、表
示制御回路６０２）が配設されると共に、後部カバ－ボックス２０２が取り付けられる。
【００７９】



(8) JP 4197621 B2 2008.12.17

10

20

30

40

50

前面カバーパネル２０１には、前面ユニット２２１の下部の光源カバー２６２の空気取入
口２８８に対応して空気取入口２９２が開設される。
【００８０】
後部カバ－ボックス２０２の側壁には、光源ユニット２３８のダクト２８４の排気口２８
５を開口する開口部２９３が形成され、後壁下部には、配線用の取り出し口２９４が形成
される。
【００８１】
このように構成したので、ファン２８６の駆動により、光源ユニット２３８内部の空気が
流出され、それに伴って画像表示ボックス２００の外部の空気が、画像表示ボックス２０
０の前面カバーパネル２０１の空気取入口２９２、画像表示装置２２０の光源カバー２６
２の空気取入口２８８を介して、画像表示装置２２０の後部ユニット２２２の後部ケース
２３７の下部空間に流入され、光源ユニット本体２４１の両端部位の空気取入口２６４、
２７０から光源ユニット本体２４１内の空間路２８１に吸引される。よって、ファン２８
６が駆動されている間は、光源ユニット２３８内の空気が絶えず入れ換えする。
【００８２】
図１８、図１９のように空気取入口２６４から空間路２８１の前側空間２８２に吸引され
た空気は、基板２４７の両端部位から、各プリズム２４５の側部周辺領域のプリズム側部
空間２８２ａと基板２４７の表面に沿う前側空気通過空間２８２ｂとを流れ、また各プリ
ズム２４５間には間隙が空いているため、プリズム側部空間２８２ａの空気は各プリズム
２４５間を通り、また各発光素子２４８の間には間隙が空いているため、各発光素子２４
８の間に空気の流れができ、各間を通った空気は、基板２４７の中央部位の切り欠き部２
５２を介して光源ユニット本体２４１の空気排出口２７３に吸出される。
【００８３】
空気取入口２７０から空間路２８１の後側空間２８３に吸引された空気は、基板２４７の
両端部位から、基板２４７の裏面に沿って流れ、基板２４７の中央部位の切り欠き部２５
２を介して光源ユニット本体２４１の空気排出口２７３に吸出される。
【００８４】
そして、空気排出口２７３に吸出された空気は、ダクト２８４を通り、画像表示ボックス
２００の開口部２９３に開口する、ファン２８６を介装した排気口２８５から外部に排出
される。
【００８５】
したがって、基板２４７の両端部位から空気が基板２４７の両面を流れると共に、各発光
素子２４８に対してくまなく空気が流通するため、光源２４３を効率良く冷却することが
できる。
【００８６】
また、発光素子２４８の間も空気が流通するため、光源２４３を効率良く冷却できる。
【００８７】
各プリズム２４５間を空気が流れるため、各プリズム２４５を冷却できる。
【００８８】
基板２４７を金属部材により形成すると共に、発光素子２４８に対して幅の大きい基板２
４７を用いるため、放熱性が高く、この基板２４７に設けられている光源２４３を十分に
冷却することができる。
【００８９】
特に、発光素子２４８を基板２４７の幅方向の一側に配設することで、基板２４７上（幅
方向の他側）を流れる空気量が大きくなり、また、発光素子２４８から遠い側に空気排出
口２７３を設けることで、空気排出口２７３の直前に障害物が無くなり、そのため基板２
４７上の空気の流れが良くなり、冷却効果を高めることができる。
【００９０】
基板２４７表面側（発光素子２４８側）の前側空間２８２と基板２４７裏面側の後側空間
２８３とを画成して、空間毎に空気取入口２６４、２７０、空気排出口２７３に接続する
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ので、熱がこもる箇所が無くなる。
【００９１】
前側空間２８２と後側空間２８３とを基板２４７の切り欠き部２５２を介して空気排出口
２７３につなげると共に、空気排出口２７３に接続するダクト２８４の排気口２８５にフ
ァン２８６を設けるので、１つのファン２８６で効率良く通風でき、冷却できる。
【００９２】
ダクト２８４を用いて排気を行うことで、空気取入口２６４、２７０から離れた位置に排
気口２８５を設けて、排気口２８５の方位をダクト２８４により設定可能であるので、排
出しやすい方位に設定でき、空気の流れを妨げにくくできる。
【００９３】
画像表示装置２２０のケース（後部ケース２３７）内に収納する光源ユニット本体２４１
に対して、光源ユニット本体２４１内の排気を排出するダクト２８４をそのケース（後部
ケース２３７）外に備えるので、光源ユニット本体２４１の熱気によって画像表示装置２
２０自体が熱を帯びることを抑制できる。
【００９４】
ファン２８６をダクト２８４の排気口２８５に設けるので、画像表示装置２２０を小型化
することができる。また、制御用の基板（主制御回路６０１、表示制御回路６０２）を画
像表示ボックス２００に収納するので、組み付け性が向上すると共に、ダクト２８４の排
気方向に沿う位置に配設するので、画像表示ボックス２００を小型化できる。
【００９５】
また、画像表示装置２２０のケース（後部ケース２３７）を逆くの字形状に形成して、裏
面側の空き空間にダクト２８４およびファン２８６を配設したので、画像表示装置２２０
の奥行きを大きくすることなく、外装ケースに収められるようになっている。
【００９６】
したがって、光源の光量を十分大きくすることができ、三次元画像表示装置２２０に好適
な光源を実現できる。
【００９７】
図２０は画像表示装置２２０の画像表示の説明図である。
【００９８】
光源２４３の左右の発光素子２４８ａ、２４８ｂの前面には、偏光フィルタ２４６が取り
付けられている（プリズムは省略してある）。偏光フィルタ２４６は右側の発光素子２４
８ａの前面領域（右側領域）２４６ａと左側の発光素子２４８ｂの前面領域（左側領域）
２４６ｂとで透過する光の偏光が異なる（例えば、右側領域２４６ａと左側領域２４６ｂ
とで透過する光の偏光を９０度ずらす）ように設定されている。
【００９９】
左右の発光素子２４８ａ、２４８ｂから放射された光は、偏光フィルタ２４６によって一
定の偏光の光のみが透過される。すなわち、左右の発光素子２４８ａ、２４８ｂから放射
された光のうち、偏光フィルタ２４６の右側領域２４６ａを通過した光（右側の発光素子
２４８ａの光）と、左側領域２４６ｂを通過した光（左側の発光素子２４８ｂの光）とが
異なる偏光の光としてフレネルレンズ２２８に照射される。後述するように、偏光フィル
タ２４６の右側領域２４６ａを通過した光は観察者の左目に到達し、左側領域２４６ｂを
通過した光は観察者の右目に到達するようになっている。
【０１００】
偏光フィルタ２４６を透過した光はフレネルレンズ２２８に照射される。フレネルレンズ
２２８は凸レンズであり、フレネルレンズ２２８では左右の発光素子２４８ａ、２４８ｂ
から拡散するように放射された光の光路を略平行に屈折して微細位相差板２３３を透過し
て、液晶表示パネル２３２に照射する。
【０１０１】
このとき、微細位相差板２３３から照射される光は、上下方向に広がることがないように
出射され、液晶表示パネル２３２に照射される。すなわち、微細位相差板２３３の特定の
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領域を透過した光が、液晶表示パネル２３２の特定の表示単位の部分を透過するようにな
っている。
【０１０２】
また、液晶表示パネル２３２に照射される光のうち、偏光フィルタ２４６の右側領域２４
６ａを通過した光と左側領域２４６ｂを通過した光とは、異なる角度でフレネルレンズ２
２８に入射し、フレネルレンズ２２８で屈折して左右異なる経路で液晶表示パネル２３２
から放射される。
【０１０３】
液晶表示パネル２３２に入射した光は、液晶に電圧が加わっていない状態では、入射光の
偏光が９０度ずらして出射される。一方、液晶に電圧が加わっている状態では、液晶のね
じれが解けるので、入射光はそのままの偏光で出射される。
【０１０４】
液晶表示パネル２３２の光源２４３側には、微細位相差板２３３及び偏光板２３１（第２
偏光板）が配置されており、観察者側には、偏光板２３０（第１偏光板）が配置されてい
る。
【０１０５】
微細位相差板２３３は、設けられた１／２波長板２３５によって透過する光の位相を変え
る領域２３６ａと、１／２波長板２３５が設けられていないために透過する光の位相を変
えない領域２３６ｂとが微細な間隔で繰り返して設けられている。
【０１０６】
１／２波長板２３５は、その光学軸を偏光フィルタ２４６の右側領域２４６ａを透過する
光の偏光軸と４５度傾けて配置して、右側領域２４６ａを透過した光の偏光軸を９０度回
転させて出射する。すなわち、右側領域２４６ａを透過した光の偏光を９０度回転させて
、左側領域２４６ｂを透過する光の偏光と等しくする。すなわち、１／２波長板２３５が
設けられていない領域２３６ｂは左側領域２４６ｂを通過した、偏光板２３１と同一の偏
光を有する光を透過し、１／２波長板２３５が設けられた領域２３６ａは右側領域２４６
ａを通過した、偏光板２３１と偏光軸が直交した光を、偏光板２３１の偏光軸と等しくな
るように回転させて出射する。
【０１０７】
この微細位相差板２３３の偏光特性の繰り返しは、液晶表示パネル２３２の表示単位と略
同一のピッチとして、表示単位毎（すなわち、表示単位の水平ライン毎）に透過する光の
偏光が異なるようにする。よって、液晶表示パネル２３２の表示単位の水平ライン（走査
線）毎に対応する微細位相差板の偏光特性が異なるようになって、水平ライン毎に出射す
る光の方向が異なる。
【０１０８】
このように、微細位相差板２３３の偏光特性の繰り返し毎に異なる光を液晶表示パネル２
３２の表示素子（水平ライン）に照射する必要があるため、微細位相差板２３３を透過し
て液晶表示パネル２３２に照射される光は、上下方向の拡散を抑制したものである必要が
ある。
【０１０９】
すなわち、微細位相差板２３３の光の位相を変化させる領域２３６ａは、偏光フィルタ２
４６の右側領域２４６ａを透過した光を、左側領域２４６ｂを透過した光の偏光と等しく
して透過する。また、微細位相差板２３３の光の位相を変化させない領域２３６ｂは、偏
光フィルタ２４６の左側領域２４６ｂを透過した光をそのまま透過する。そして微細位相
差板２３３を出射した光は、左側領域２４６ｂを透過した光と同じ偏光を有して、液晶表
示パネル２３２の光源側に設けられた偏光板２３１に入射する。
【０１１０】
偏光板２３１は第２偏光板として機能し、微細位相差板２３３を透過した光と同一の偏光
の光を透過する偏光特性を有する。すなわち、偏光フィルタ２４６の左側領域２４６ｂを
透過した光は第２偏光板２３１を透過し、偏光フィルタ２４６の右側領域２４６ａを透過
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した光は偏光軸を９０度回転させられて第２偏光板２３１を透過する。また、偏光板２３
０は第１偏光板として機能し、偏光板２３１と９０度異なる偏光の光を透過する偏光特性
を有する。
【０１１１】
このような微細位相差板２３３、偏光板２３１及び偏光板２３０を液晶表示パネル２３２
に貼り合わせて、微細位相差板２３３、偏光板２３１、液晶表示パネル２３２及び偏光板
２３０を組み合わせて画像表示装置を構成する。このとき、液晶に電圧が加わった状態で
は、微細位相差板２３３を透過した光は偏光板２３０を透過する。一方、液晶に電圧が加
わっていない状態では、微細位相差板２３３を透過した光は偏光が９０度ねじれて液晶表
示パネル２３２から出射されるので、偏光板２３０を透過しない。
【０１１２】
ディフューザ２２６は、第１偏光板２３０の前面側（観察者側）に取り付けられており、
液晶表示パネルを透過した光を上下方向に拡散する。
【０１１３】
図２１は、画像表示装置２２０の駆動回路６００を示すブロック図である。
【０１１４】
画像表示装置を駆動するための主制御回路６０１には、ＣＰＵ６１１、プログラムなどを
予め格納したＲＯＭ６１２、ＣＰＵ６１１の動作時にワークエリアとして使用されるメモ
リであるＲＡＭ６１３が設けられている。これらのＣＰＵ６１１、ＲＯＭ６１２及びＲＡ
Ｍ６１３はバス６１８によって接続されている。このバス６１８はＣＰＵ６１１がデータ
の読み書きをするために使用するアドレスバス及びデータバスから構成されている。
【０１１５】
また、外部との入出力を司る通信インターフェース６１５、入力インターフェース６１６
及び出力インターフェース６１７が、バス６１８に接続されている。通信インターフェー
ス６１５は、所定の通信プロトコルに従ってデータ通信を行うためのデータ入出力部であ
る。入力インターフェース６１６、出力インターフェース６１７は、画像表示装置に表示
する画像データを入出力する。
【０１１６】
また、バス６１８には、表示制御回路６０２のグラフィック・ディスプレイ・プロセッサ
（ＧＤＰ）６５１が接続されている。ＧＤＰ６５１は、ＣＰＵ６１１によって生成された
画像データを演算し、ＲＡＭ６５３に設けられたフレームバッファに書き込んで、画像表
示装置に対して出力する信号（RGB、V BLANK、V_SYNC、H_SYNC）を生成する。ＧＤＰ６５
１には、ＲＯＭ６５２及びＲＡＭ６５３が接続されており、ＲＡＭ６５３には、ＧＤＰ６
５１が動作するためのワークエリア及び表示データを記憶するフレームバッファが設けら
れている。また、ＲＯＭ６５２には、ＧＤＰ６５１が動作するために必要なプログラム及
びデータが記憶されている。
【０１１７】
また、ＧＤＰ６５１には、ＧＤＰ６５１にクロック信号を供給する発振器６５８が接続さ
れている。発振器６５８が生成するクロック信号は、ＧＤＰ６５１の動作周期を規定し、
ＧＤＰ６５１から出力される同期信号（例えば、V_SYNC、VBLAMNK）の周期を生成する。
【０１１８】
ＧＤＰ６５１から出力されるＲＧＢ信号は、γ補正回路６５９に入力されている。このγ
補正回路６５９は、画像表示装置の信号電圧に対する照度の非線形特性を補正して、画像
表示装置の表示照度を調整して、画像表示装置に対して出力するＲＧＢ信号を生成する。
【０１１９】
合成変換装置６７０は、右目用フレームバッファ、左目用フレームバッファ及び立体視用
フレームバッファが設けられており、ＧＤＰ６５１から送られてきた右目用画像を右目用
フレームバッファに書き込み、左目用画像を左目用フレームバッファに書き込む。そして
、右目用画像と左目用画像とを合成して立体視用画像を生成して立体視用フレームバッフ
ァに書き込んで、立体視用画像データをＲＧＢ信号として画像表示装置に出力する。



(12) JP 4197621 B2 2008.12.17

10

20

30

40

50

【０１２０】
この右目用画像と左目用画像との合成による立体視用画像の生成は、微細位相差板２３３
の１／２波長板２３５の間隔毎に、右目用画像と左目用画像と組み合わせる。具体的には
、本実施の形態の画像表示装置の微細位相差板２３３の１／２波長板２３５は液晶表示パ
ネル２３２の表示単位の間隔で配置されているので、液晶表示パネル２３２の表示単位の
横方向ライン（走査線）毎に右目用画像と左目用画像とが交互に表示されるように立体視
用画像を表示する。
【０１２１】
Ｌ信号出力中にＧＤＰ６５１から送信されてきた左目用画像データを左目用フレームバッ
ファに書き込み、Ｒ信号出力中にＧＤＰ６５１から送信されてきた右目用画像データを右
目用フレームバッファに書き込む。そして、左目用フレームバッファに書き込まれた左目
用画像データと、右目用フレームバッファに書き込まれた右目用画像データとを走査線一
本毎読み出して、立体視用フレームバッファに書き込む。
【０１２２】
画像表示装置内には液晶ドライバ（LCD DRV）６８１、バックライトドライバ（BL DRV）
６８２が設けられている。液晶ドライバ（LCD DRV）６８１は、合成変換装置６７０から
送られてきたV BLANK信号、V_SYNC信号、H_SYNC信号及びＲＧＢ信号に基づいて、液晶表
示パネルの電極に順次電圧をかけて、液晶表示パネルに立体視用の合成画像を表示する。
【０１２３】
バックライトドライバ６８２は、ＧＤＰ６５１から出力されたDTY_CTR信号に基づいてバ
ックライト（光源２４３）に加わる電圧のデューティー比を変化させて、液晶表示パネル
２３２の明るさを変化させる。
【０１２４】
図２２、図２３は、画像表示装置２２０の光学系を示す側面図、平面図である。ただし、
図２２中、光源２４３は中央部のみを示し、点線で表した光源２４３は見かけ上の位置で
ある。また、図２３においては、ミラー２４０を省略して、光源２４３を見かけ上の位置
に、光源２４３（左右の発光素子２４８ａ、２４８ｂ）を概略的に表してある。
【０１２５】
図２２、図２３に示すように、光源２４３の各発光素子２４８ａ、２４８ｂから放射され
た光は偏光フィルタ２４６を透過して放射状に広がっている。
【０１２６】
右側の発光素子２４８ａから放射され偏光フィルタ２４６の右側領域２４６ａを透過した
光（一点鎖線で光路の中心を示す）は、フレネルレンズ２２８に到達し、フレネルレンズ
２２８で光の進行方向を変えられて、微細位相差板２３３、液晶表示パネル２３２を透過
して左眼ゾーンに至る。
【０１２７】
光源２４３の中央部位（中心から右側）に右側の発光素子２４８ａを連続して配置してあ
るため、左眼ゾーンに至る光の照度は高くなる。すなわち、中心側の発光素子２４８ａか
らの光はＡＬ領域に至るが、これに隣接する発光素子２４８ａからの光はそのＡＬ領域に
大きく重なり合った領域に出射され、このように順に隣接する発光素子２４８ａからの光
は順に重なり合った領域に出射される。したがって、左眼ゾーンに十分な光が照射される
のである。
【０１２８】
左側の発光素子２４８ｂから放射され偏光フィルタ２４６の左側領域２４６ｂを透過した
光（一点鎖線で光路の中心を示す）は、フレネルレンズ２２８に到達し、フレネルレンズ
２２８で光の進行方向を変えられて、微細位相差板２３３、液晶表示パネル２３２を透過
して右眼ゾーンに至る。
【０１２９】
光源２４３の中央部位（中心から左側）に左側の発光素子２４８ｂを連続して配置してあ
るため、右眼ゾーンに至る光の照度は高くなる。すなわち、中心側の発光素子２４８ｂか
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らの光はＡＲ領域に至るが、これに隣接する発光素子２４８ｂからの光はそのＡＲ領域に
大きく重なり合った領域に出射され、このように順に隣接する発光素子２４８ｂからの光
は順に重なり合った領域に出射される。したがって、右眼ゾーンに十分な光が照射される
のである。
【０１３０】
液晶表示パネル２３２の走査線ピッチと、微細位相差板２３３の偏光特性の繰り返しピッ
チとを等しくして、液晶表示パネル２３２の走査線ピッチ毎に異なる方向から到来した光
を照射し、異なる方向に光を出射する。
【０１３１】
右側の発光素子２４８ａから放射され、偏光フィルタ２４６の右側領域２４６ａを透過し
た光は、フレネルレンズ２２８を透過して、微細位相差板２３３に到達し、偏光を９０度
回転させて出射する（右側領域２４６ａを透過した光を透過する）微細位相差板２３３の
領域２３６ａを透過し、さらに、液晶表示パネル２３２を透過して、左眼ゾーンに至る。
すなわち、液晶表示パネル２３２の領域２３６ａに対応する位置の表示素子によって表示
された左目画像が左目に到達する。
【０１３２】
なお、この微細位相差板２３３の領域２３６ａと交互に並んで配置されている領域２３６
ｂは光の偏光を変化させないので、偏光フィルタ２４６の右側領域２４６ａからの光は液
晶表示パネル２３２の偏光板２３１つまり液晶表示パネル２３２の領域２３６ｂに対応す
る位置の表示素子（右目用画像を表示）を透過することはない。
【０１３３】
左側の発光素子２４８ｂから放射され、偏光フィルタ２４６の左側領域２４６ｂを透過し
た光は、フレネルレンズ２２８を透過して、微細位相差板２３３に到達し、偏光フィルタ
２４６の左側領域２４６ｂの同一偏光の光を透過する微細位相差板２３３の領域２３６ｂ
を透過して、液晶表示パネル２３２を透過して、右眼ゾーンに至る。すなわち、液晶表示
パネル２３２の領域２３６ｂに対応する位置の表示素子によって表示された右目画像が右
目に到達する。
【０１３４】
なお、この微細位相差板２３３の領域２３６ｂと交互に並んで配置されている領域２３６
ａは光の偏光を変化させるので、偏光フィルタ２４６の左側領域２４６ｂからの光は液晶
表示パネル２３２の偏光板２３１つまり液晶表示パネル２３２の領域２３６ａに対応する
位置の表示素子（左目用画像を表示）を透過することはない。
【０１３５】
一方、フレネルレンズ２２８、液晶表示パネル２３２での複屈折や散乱によって右目用画
像と左目用画像とが重なるクロストークを生じるが、これに対し、左右方向にそれぞれ複
数の右側発光素子２４８ａ、左側発光素子２４８ｂを配列したので、クロストークを低減
することができる。
【０１３６】
右側発光素子２４８ａ、左側発光素子２４８ｂをそれぞれ複数配列したことによって、前
述したように左眼ゾーン、右眼ゾーンにそれぞれ十分な光が照射される。すなわち、左眼
ゾーンには十分な光度の左目画像が到達し、右眼ゾーンには十分な光度の右目画像が到達
する。そのため、フレネルレンズ２２８、液晶表示パネル２３２での複屈折や散乱によっ
て右目用画像が左目に、また左目用画像が右目に入っても、左目に到達する左目画像との
光度差、また右目に到達する右目画像との光度差が相対的に大きくなり、クロストークを
十分に低減できるのである。
【０１３７】
したがって、右目画像と左目画像とによって、観察者は立体画像を認識しやすくなり、両
眼視差に基づく３次元知覚により容易に立体視することができる。
【０１３８】
また、光源２４３の右周辺部位に配置された複数の右側発光素子２４８ａからの光は左眼
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ゾーンの左側に広角（ＤＬ領域）に出射され、光源２４３の左周辺部位に配置された複数
の左側発光素子２４８ｂからの光は右眼ゾーンの右側に広角（ＤＲ領域）に出射される。
【０１３９】
したがって、画像表示装置の視野角が増大する。そのため、本画像表示装置でテレビゲー
ム等を行う場合あるいは本画像表示装置を遊技機（パチンコ機等）の画像表示装置に用い
た場合に、遊技者だけでなく、周囲の者、大勢の人が画像を見ることができる。
【０１４０】
なお、ＤＬ領域、ＤＲ領域では立体画像を見れないが、２次元画像として見ることができ
る。
【０１４１】
図２４～図２７は、それぞれ光源ユニット本体２４１の空気取入口、空気排出口の配置を
変えた別の実施の形態のその配置の概略説明図である。
【０１４２】
図２４のものは、光源ユニット本体２４１のホルダ２４２の側部カバー部材２５７ａの中
央に空気取入口３００を形成し、収納ベース部材２５７ｂの両端部に空気排出口３０１を
形成している。
【０１４３】
この場合、両空気排出口３０１は、ダクト（図示しない）によって合流させるようにする
。ファン２８６は、その合流後のダクトに配設して良いが、空気取入口３００側に押し込
みファンを配設しても良い。
【０１４４】
図２５のものは、光源ユニット本体２４１のホルダ２４２の側部カバー部材２５７ａの両
端壁２７５に空気取入口３０２を形成し、収納ベース部材２５７ｂの中央に空気排出口３
０３を形成している。
【０１４５】
図２６のものは、光源ユニット本体２４１のホルダ２４２の側部カバー部材２５７ａの一
端に空気取入口３０４を形成し、収納ベース部材２５７ｂの他端に空気排出口３０５を形
成している。
【０１４６】
図２７のものは、光源ユニット本体２４１のホルダ２４２の収納ベース部材２５７ｂの中
央に空気取入口３０６を形成し、その両端部に空気排出口３０７を形成している。
【０１４７】
この場合、両空気排出口３０７は、ダクト（図示しない）によって合流させるようにする
。ファン２８６は、その合流後のダクトに配設して良いが、空気取入口３０６側に押し込
みファンを配設しても良い。
【０１４８】
各形態の空気取入口、空気排出口は、それぞれ前記形態に同じく基板２４７表面側（発光
素子２４８側）の前側空間２８２と基板２４７裏面側の後側空間２８３とに接続するよう
に形成する。
【０１４９】
このように、空気取入口あるいは空気排出口をホルダ２４２の端部つまり空間路２８１の
端部に配設して、空間路２８１全体を空気が流れるようにすれば、光源２４３の良好な冷
却を行える。
【０１５０】
図２８～図３０は、別の実施の形態を示す。
【０１５１】
図２８は前記第１の形態の画像表示装置２２０を組み込んだ画像表示ボックス２００を遊
技機（パチンコ機）１に取り付けた場合の遊技機１の裏面を示す。図２９はその取り付け
た状態の部分側面図を示す。
【０１５２】
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遊技領域を形成する遊技盤２の中央表面に画像表示装置２２０の画面の表示窓（センタケ
ース：役物部材）３を取り付けると共に、遊技盤２の裏面に上部裏面構成部材（取付台：
入賞球の案内流路を備えることもある）４を介して画像表示ボックス２００を取り付ける
。
【０１５３】
上部裏面構成部材４は、図３０のように中央部に画像表示装置２２０の画面の開口部５を
形成し、枠６の周囲に画像表示ボックス２００の取付用ボス７を形成する。
【０１５４】
枠６の内部は中空（空気通路部８）に形成し、枠６の裏面において、空気通路部８を画像
表示ボックス２００の前面カバーパネル２０１の空気取入口２９２に連通するよう開設す
ると共に、遊技盤２の裏面に接する枠６の取付表面に、空気通路部８の空気取入用の開口
部１０を形成する。
【０１５５】
この空気取入用の開口部１０に対応して遊技盤２に、遊技盤２の表面に通じる貫通孔１１
を形成し、この貫通孔１１に対応する位置の前記表示窓３に空気の導入部１２を形成する
。
【０１５６】
図では、表示窓３の取付ベース１３に空気の導入部１２を形成した例を示すが、導入部１
２を表示窓３の飾り部内に開口して、導入部１２を隠すようにして良い。また、役物部材
として普通電動入賞装置１４等に導入部１２を形成するようにして良い。なお、貫通孔１
１は、役物部材の位置に設けず、遊技盤２の表面に露出したままでも良い。
【０１５７】
下部裏面構成部材１５は、入賞球の案内流路を備えると共に、遊技盤２に配設した大入賞
口（図示しない）や普通電動入賞装置１４等の裏面側をカバーする。
【０１５８】
したがって、冷却用の空気は、遊技盤２の表面から表示窓３の空気の導入部１２、上部裏
面構成部材４の枠６取付表面の空気取入用の開口部１０を通って、枠６内部の空気通路部
８に導入され、空気通路部８から画像表示ボックス２００の前面カバーパネル２０１の空
気取入口２９２、画像表示装置２２０の光源カバー２６２の空気取入口２８８を介して、
光源ユニット本体２４１の空気取入口２６４、２７０から光源ユニット本体２４１内に吸
引される。
【０１５９】
そして、光源ユニット本体２４１内の排気は、光源ユニット本体２４１の空気排出口２７
３からダクト２８４を通り、画像表示ボックス２００の開口部２９３に開口する、ファン
２８６を介装した排気口２８５から外部つまり遊技機１裏面の側方に排出される。
【０１６０】
なお、画像表示ボックス２００に画像表示装置２２０を組み込まずに、画像表示装置２２
０を直接遊技機（パチンコ機）１に取り付けることも可能である。
【０１６１】
パチンコ機の場合、遊技機１の裏面側は島設備内であるので、熱がこもりがちであるが、
遊技盤２の表面は、ガラスが存在するだけで遊技者のいる空間と温度が同じ位であり、島
設備内と比較して温度が低めであるので、遊技盤２の表面から空気を取り入れることで、
光源２４３を効果的に冷却可能である。
【０１６２】
また、排気を遊技機１裏面の側方に排出することで、遊技機裏面側の限られた空間を有効
利用することが可能である。例えば、排気口２８５のさらに裏側となる位置に他の制御装
置等を重ねて配置することも可能である。
【０１６３】
また、遊技盤２に形成した貫通孔１１を、役物部材を利用することで目立たなくすること
ができ、違和感なく貫通孔１１を形成することができる。
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【０１６４】
なお、貫通孔１１、導入部１２は、遊技盤２の表面を流下する球が通過しない箇所に形成
するようにする。このようにすれば、貫通孔１１、導入部１２が球によって一時的にもふ
さがれることがなく、空気の取り入れに影響することがない。
【０１６５】
なお、図３１のように上部裏面構成部材４の枠６の側面に空気通路部８の空気取入用の開
口部２０を形成することもできる。
【０１６６】
なお、今回開示された実施の形態は全ての点で例示であって制限的なものではないと考え
られるべきである。本発明の範囲は上記した説明ではなくて特許請求の範囲によって示さ
れ、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内での全ての変更が含まれることが意図され
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態の画像表示ボックスの斜視図である。
【図２】その分解斜視図である。
【図３】本発明の実施の形態の画像表示装置の正面図である。
【図４】そのＡ－Ａ線断面図である。
【図５】画像表示装置の前側斜視図である。
【図６】画像表示装置の後側斜視図である。
【図７】画像表示装置の分解斜視図である。
【図８】画像表示装置の後部ユニットの分解斜視図である。
【図９】液晶表示パネルユニットの分解斜視図である。
【図１０】光源ユニットの前側斜視図である。
【図１１】光源ユニットの後側斜視図である。
【図１２】光源ユニット本体の前側斜視図である。
【図１３】光源ユニット本体の後側斜視図である。
【図１４】光源ユニット本体の分解斜視図である。
【図１５】光源ユニット本体の右側面図である。
【図１６】そのＢ－Ｂ線断面図である。
【図１７】光源ユニット本体の中央断面図である。
【図１８】光源ユニット本体内の空気の流れの説明図である。
【図１９】光源ユニット本体内の空気の流れの説明図である。
【図２０】画像表示装置の画像表示の説明図である。
【図２１】画像表示装置の駆動回路のブロック図である。
【図２２】画像表示装置の光学系の側面図である。
【図２３】画像表示装置の光学系の平面図である。
【図２４】本発明の別の実施の形態の光源ユニット本体の空気取入口、空気排出口の配置
の概略説明図である。
【図２５】本発明の別の実施の形態の光源ユニット本体の空気取入口、空気排出口の配置
の概略説明図である。
【図２６】本発明の別の実施の形態の光源ユニット本体の空気取入口、空気排出口の配置
の概略説明図である。
【図２７】本発明の別の実施の形態の光源ユニット本体の空気取入口、空気排出口の配置
の概略説明図である。
【図２８】画像表示ボックスを取り付けた遊技機の裏面図である。
【図２９】その部分側面図である。
【図３０】上部裏面構成部材の斜視図である。
【図３１】画像表示ボックスを取り付けた遊技機の部分側面図である。
【符号の説明】
１　遊技機
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２　遊技盤
３　表示窓
４　上部裏面構成部材
５　開口部
６　枠
８　空気通路部
１０　開口部
１１　貫通孔
１２　導入部
２００　画像表示ボックス
２０１　前面カバーパネル
２０２　後部カバ－ボックス
２２０　画像表示装置
２２１　前面ユニット（前側構成部）
２２２　後部ユニット（後側構成部）
２２３　取付ベース
２２４　カバー枠
２２６　ディフューザ（拡散板）
２２７　液晶表示パネルユニット
２２８　フレネルレンズ
２３０　第１偏光板
２３１　第２偏光板
２３２　液晶表示パネル
２３３　微細位相差板
２３５　１／２波長板
２３６ａ、２３６ｂ　領域
２３７　後部ケース
２３８　光源ユニット
２４０　ミラー（鏡部材）
２４１　光源ユニット本体
２４２　ホルダ
２４３　光源
２４５　プリズム
２４６　偏光フィルタ
２４７　基板
２４８　発光素子
２５２　切り欠き部
２５３ａ　中央プリズム体
２５３ｂ　周辺プリズム体
２５７ａ　側部カバー部材
２５７ｂ　収納ベース部材
２５８　カバー枠
２６２　光源カバー
２６４　空気取入口
２６８　凹部
２７０　空気取入口
２７３　空気排出口
２７４　接続口
２８１　空間路
２８２　前側空間
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２８２ａ　プリズム側部空間
２８２ｂ　前側空気通過空間
２８３　後側空間
２８４　ダクト
２８５　排気口
２８６　ファン
２８８　空気取入口
２９０、２９１　基板ホルダ
２９２　空気取入口
２９３　開口部
２９４　配線用の取り出し口
３００　空気取入口
３０１　空気排出口
３０２　空気取入口
３０３　空気排出口
３０４　空気取入口
３０５　空気排出口
３０６　空気取入口
３０７　空気排出口
６００　駆動回路

【図１】 【図２】
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【図２５】

【図２６】
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摘要(译)

要解决的问题：实现光量大的光源，通过有效地冷却光源，适用于三维
图像显示装置。解决方案：光源单元形成为具有在左右方向上朝向液晶
显示面板232延伸的长形状，并且配备有光源243，光源243具有沿着右
侧设置的多个发光元件248。左前纵向，光源外壳支架242和偏振滤光器
246，用于将来自光源243的光转换成指定的偏振光。光源壳体保持器
242容纳并固定光源243，构造成在将偏振滤光器246附接到开口面的状
态下沿着保持器242内部的光源243形成空间路径281并且配备有通风装
置用于替换光源壳体支架242内的空气。通风装置配备有电驱动风扇
286，进气口264,270以将空气吸入空间路径281和排出口273以排出空
气。空间路线281。
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